
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
第

回
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定
期
大
会
を
名
古
屋
市
内
で

６
月

日
に
開
催
し
ま
す
。

10

山
積
す
る
課
題
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
職
場
か
ら
闘
う

方
針
を
意
思
統
一
す
る
た
め

に
、
多
く
の
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
大
会
の
参
加
を
呼
び
か

け
ま
す
。

安
倍
政
権
は
、
森
友
学
園

や
加
計
学
園
な
ど
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
汚
職
・
私
物
化

と
も
言
え
る
政
治
、
や
り
た

い
放
題
、
何
で
も
あ
り
と
、

腐
敗
し
き
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
自
衛
隊
の
明
記

＝
憲
法
９
条
の
改
悪
で
戦
争

の
で
き
る
国
づ
く
り
を
具
体

的
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
国
民
投
票
も
間
近
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

国
会
前
や
議
員
会
館
前
な

ど
で
は
、
連
日
の
よ
う
に
労

働
者
・
市
民
が
安
倍
政
権
の

退
陣
を
求
め
て
抗
議
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東

海
労
は
、
新
幹
線
地
本
組
合

員
を
中
心
と
し
、
Ｊ
Ｒ
総
連

の
仲
間
と
共
に
抗
議
活
動
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
労
働
者
に
幻
想
を

振
り
ま
く
「
働
き
方
改
革
」

関
連
法
案
に
つ
い
て
安
倍
政

権
は
、
今
後
強
行
的
に
推
し

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

安
倍
首
相
が
語
っ
た
「
世
界

で
一
番
企
業
活
動
が
し
や
す

い
国
」
の
裏
返
し
は
、
「
世

界
で
一
番
労
働
者
を
こ
き
使

う
」
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
７
月
施
行

さ
れ
た
共
謀
罪
に
よ
っ
て
、

政
府
は
労
働
組
合
・
市
民
団

体
の
手
足
を
縛
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
政
治

情
勢
の
中
で
、
私
た
ち
は
大

会
を
開
催
し
、
闘
い
を
展
開

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
か

ら
、
新
幹
線
車
掌
の
乗
り
組

み
が
３
人
か
ら
２
人
に
削
減

さ
れ
ま
し
た
。
会
社
は
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
建
設
費

捻
出
の
た
め
に
、
安
全
や
サ

ー
ビ
ス
の
質
を
低
下
さ
せ
て

も
、
あ
ら
ゆ
る
効
率
化
を
強

引
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
要

員
が
逼
迫
し
て
い
る
職
場
で

は
、

協
定
の
特
別
条
項
を

36

５
４
０
時
間
ま
で
延
長
さ
せ

る
な
ど
、
労
働
者
を
ま
る
で

物
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
ま

す
。要

員
が
足
り
な
け
れ
ば
、

当
然
年
休
は
付
与
さ
れ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
を
打
開
す
る
た
め

に
、
昨
年
、
年
休
裁
判
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
７
名
の
原

「
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条

壊
す
な
！
」
総
が
か
り
行
動

実
行
委
員
会
と
、
「
安
倍
９

条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」
全
国
市
民

ア
ク
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
が

主
催
す
る
国
会
前
の
行
動

が
、
４
月
５
、

、

、

、

12

14

19

日
と
連
続
で
開
催
さ
れ
ま

26し
た
。

４
月

日
の
行
動
に
は
、

19

約
３
，
０
０
０
名
の
市
民
・

労
働
者
が
国
会
議
員
会
館
前

に
結
集
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東

海
労
は
新
幹
線
地
本
組
合
員

を
中
心
に
、
Ｊ
Ｒ
総
連
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
労
組
の
仲
間
と
共
に

参
加
し
ま
し
た
。

政
党
で
は
、
社
民
党
、
共

産
党
、
立
憲
民
主
党
、
沖
縄

の
風
の
議
員
が
参
加
し
、
安

倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
む

決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

心
と
な
り
奮
闘
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
組
織
の
展
望

を
か
け
て
闘
う
節
目
の
大
会

と
い
え
ま
す
。

全
組
合
員
の
総
意
で
、
大

会
を
成
功
さ
せ
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
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告
が
中
心
と
な
り
、
闘
い
を

リ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
職
場

の
課
題
を
明
確
に
し
、
全
組

合
員
で
闘
え
る
運
動
づ
く
り

を
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
今
大
会
は
、
役
員
改

選
の
大
会
で
す
。
今
年
度
は
、

昭
和
採
用
の
多
く
の
組
合
員

が
定
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
下
で
Ｊ
Ｒ
総
連

・
Ｊ
Ｒ
東
海
労
運
動
の
質
を

継
承
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
、
現
職
組
合
員
が
中

森
友
、
加
計
、
自
衛
隊
日
報!?

腐
敗
安
倍
内
閣
は
総
辞
職
せ
よ
！

国
会
前
で
の
連
日
抗
議
行
動
に
参
加

第33回定期大会に参加しよう！



加算額（ベア）

一般社員

Ｊ１ １，０００円

Ｊ２ １，０００円

Ｊ３ １，１００円

Ｓ１ １，２００円

Ｓ２ １，３００円

Ｓ３ １，３００円

Ｃ１ １，５００円

Ｃ２ １，６００円

Ｌ１ １，９００円

Ｌ２ １，９００円

Ｌ３ ２，０００円

専任社員

Ⅰ １，２００円

１，０００円

Ⅱ １，２００円

Ⅲ １，３００円

Ⅳ 会社が別に定める

Ⅴ １，０００円

Ｊ
Ｒ
総
連
主
催
の
賃
金
未

払
い
の
是
正
を
求
め
る
「
更

衣
時
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
集

会
」
が
４
月
７
日
、
大
阪
Ｐ

Ｌ
Ｐ
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
集
会
に
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連

青
年
協
、
Ｊ
Ｒ
西
労
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
労
組
か
ら
青
年
部
員
を

中
心
に
約

名
が
、
Ｊ
Ｒ
東

30

海
労
か
ら
は
本
部
山
本
副
委

員
長
と
森
下
組
織
担
当
部
長

が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
柳
書
記
長
の
挨

拶
の
後
、
こ
れ
ま
で
更
衣
時

間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ

せ
活
動
を
推
進
し
て
き
た
Ｊ

Ｒ
総
連
青
年
協
よ
り
基
調
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
ま
ず
Ｊ
Ｒ
西
労
の
全
参

加
者
か
ら
、
青
年
部
が
中
心

に
各
地
の
労
働
基
準
監
督
署

に
出
向
き
、
会
社
が
制
服
に

着
替
え
る
時
間
を
労
働
時
間

と
し
て
認
め
な
い
こ
と
を
訴

え
、
未
払
い
賃
金
請
求
や
職

場
の
他
労
組
組
合
員
へ
の
教

宣
活
動
を
展
開
し
て
き
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
感
想
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
Ｊ
Ｒ
東
海
労
か
ら

の
報
告
と
し
て
、
労
基
署
へ

の
働
き
か
け
と
共
に
、
労
使

交
渉
や
職
場
に
お
い
て
超
勤

手
当
申
請
で
闘
っ
て
き
た
こ

と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
か
ら
は
、

青
年
部
を
中
心
に
展
開
さ
れ

た
こ
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
べ

き
も
の
が
数
多
く
あ
る
と
感

想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
更
衣
時
間
を
労
働

時
間
と
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
労

使
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
も
意
見
交
換
し
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
活
動
の
成
果
と
今

後
の
課
題
を
全
体
で
確
認
し

ま
し
た
。

本
部
は
４
月
４
日
、
２
０

１
８
年
度
新
賃
金
配
分
交
渉

を
集
約
し
ま
し
た
。

本
部
は
、
３
月

日
の
第

30

１
回
団
体
交
渉
で
「
賃
金
引

き
上
げ
分
の
１
，
３
０
０
円

は
、
全
組
合
員
（
専
任
社
員

含
む
）
一
律
に
、
全
て
を
基

本
給
に
配
分
す
る
こ
と
。
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
と
賃
金
制
度
は

切
り
離
す
べ
き
で
あ
る
。
会

社
の
言
う
よ
う
な
配
分
を
ま

た
行
え
ば
、
賃
金
格
差
が
拡

大
す
る
だ
け
で
あ
る
」
と
強

く
迫
り
ま
し
た
。

会
社
は
、
４
月
４
日
の
第

２
回
団
体
交
渉
で
回
答
を
行

い
ま
し
た
。
内
容
は
、
「
社

員
及
び
専
任
社
員
の
基
本
給

に
、
等
級
及
び
区
分
に
応
じ

て
額
を
加
算
す
る
」
と
し
て
、

社
員
の
基
本
給
、
初
任
給
、

昇
格
時
昇
給
額
、
専
任
社
員

の
基
本
給
額
の
改
訂
を
提
示

し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
専
任

社
員
の
加
算
に
つ
い
て
従
来

な
ら

歳
ポ
イ
ン
ト
の
基
準

35

内
賃
金
の
改
定
率
（
０
．
41

％
）
を
乗
じ
る
と
こ
ろ
を
、

処
遇
向
上
の
観
点
か
ら
基
本

給
の
改
定
率
（
０
．

％
）

64

を
乗
じ
て
算
出
し
た
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。

本
部
は
、
持
ち
帰
り
検
討

と
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
以
上

の
前
進
は
難
し
い
と
判
断
し

妥
結
に
至
り
ま
し
た
。

（２）第３９８号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１８年（平成３０年）５月１日

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
更
衣
時

間
を
労
働
時
間
に
す
る
闘
い

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
組
合
員
の
代
表
が
社
長

宛
に
未
払
い
請
求
を
行
い
ま

し
た
が
、
会
社
か
ら
は
門
前

払
い
の
対
応
で
し
た
。
こ
の

件
で
過
日
、
組
合
員
が
労
働

基
準
監
督
署
に
出
向
き
相
談

を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
第
一
運
輸

所
の
管
理
者
が
中
央
労
働
基

更衣時間は労働時間だ！
ＪＲ総連「更衣時間プロ
ジェクト集会」に参加！

準
監
督
署
か
ら
調
査
を
受
け

た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
浜
松
労
働
基
準
監
督

署
で
も
現
場
と
支
社
に
対
し

て
調
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
、
当
該
組
合
員
に
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。

【
労
基
署
の
調
査
と
は
】

企
業
が
労
働
基
準
法
等
の

労
働
関
係
法
令
に
違
反
し
て

い
な
い
か
ど
う
か
を
調
査
す

る
目
的
で
、
労
働
基
準
監
督

官
が
事
業
場
に
立
ち
入
り
る

こ
と
。
正
式
に
は
「
臨
検
監

督
」
と
呼
ぶ
。
労
働
基
準
法

や
労
働
安
全
衛
生
法
等
で

は
、
労
働
基
準
監
督
官
に
事

業
場
へ
の
臨
検
権
限
や
帳
簿

・
書
類
等
の
検
査
権
限
、
関

係
者
へ
の
尋
問
権
限
等
の
多

く
の
権
限
を
与
え
て
い
る
。

労
働
基
準
監
督
官
は
、
事
業

場
の
監
督
を
行
い
、
法
令
違

更
衣
時
間
を
労
働
時
間
と
せ
よ
！

２
労
基
署
が
会
社
を
調
査

反
が
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
事
業
主
等
に
対
し
て
そ

の
是
正
を
指
導
す
る
。

ま
た
、
労
働
基
準
監
督
官

は
司
法
警
察
員
と
し
て
、
事

業
主
等
が
度
重
な
る
指
導
に

も
関
わ
ら
ず
是
正
を
行
わ
な

い
場
合
な
ど
の
重
大
ま
た
は

悪
質
な
事
案
に
つ
い
て
は
、

労
働
基
準
法
等
の
違
反
事
件

と
し
て
取
り
調
べ
等
の
任
意

捜
査
や
捜
索
・
差
し
押
さ

え
、
逮
捕
な
ど
の
強
制
捜
査

を
行
い
、
検
察
庁
に
送
検
す

る
権
限
も
有
し
て
い
る
。

労
基
署
調
査
は
、
特
段
の

理
由
な
く
拒
否
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
立
入
調
査
の
拒

否
・
妨
害
や
尋
問
に
対
す
る

陳
述
の
拒
否
・
虚
偽
の
陳

述
、
書
類
の
提
出
拒
否
・
虚

偽
を
記
載
し
た
書
類
の
提
出

に
つ
い
て
は
罰
則
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

等
級
間
格
差
拡
大
の
不
満
残
す

２
０
１
８
年
度
新
賃
金
配
分
交
渉
を
集
約

サ
ー
ク
ル
協
議
会
は
４
月

５
日
、
東
京
・
大
崎
第
一
区

民
集
会
所
で
第

回
サ
ー
ク

24

ル
協
議
会
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
座
長
に
山
本
副
議
長

を
選
出
し
ま
し
た
。

田
村
議
長
は
「
職
場
に
よ

り
年
休
が
入
ら
ず
、
ま
た
、

部
員
は
高
齢
化
し
て
い
る

が
、
サ
ー
ク
ル
活
動
は
各
部

で
創
意
工
夫
し
て
進
め
よ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
各
部
か
ら
の

取
り
組
み
、
課
題
な
ど
を
出

し
合
い
議
論
し
ま
し
た
。
各

地
本
や
分
会
な
ど
で
開
催
す

る
レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
に

つ
い
て
は
、
他
地
本
の
仲
間

の
参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か

け
る
こ
と
が
意
見
と
し
て
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
組

織
強
化
・
拡
大
の
た
め
に
奮

闘
す
る
こ
と
を
意
思
統
一
し

ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度
役
員
は
以

下
の
通
り
で
す
。

議
長
：
田
村
浩
彰
（
新
幹
線
）

／
副
議
長
：
曽
布
川
忠
宏

（
静
岡
）
、
中
山
喜
弘
（
名

古
屋
）
、
山
本
圭
一
（
新
幹

線
関
西
）
／
事
務
局
長
：
高

山
浩
（
本
部
）
、
幹
事
：
森

下
暢
紀
（
本
部
）

工
夫
し
た
サ
ー
ク
ル
活
動
を
展
開
し
よ
う
！

第

回
サ
ー
ク
ル
協
議
会
総
会

24
昇格時昇給額（一般社員）

Ｊ１→Ｊ２ ９，４００円

Ｊ２→Ｊ３ ９，９００円

Ｊ３→Ｓ１ １８，８００円

Ｓ１→Ｓ２ ９，９００円

Ｓ２→Ｓ３ １０，４００円

Ｓ３→Ｃ１ １９，８００円

Ｃ１→Ｃ２ １０，５００円

Ｃ２→Ｌ１ ４１，７００円

Ｌ１→Ｌ２ １３，５００円

Ｌ２→Ｌ３ １８，８００円

Ｌ３→Ｌ４ 会社が別に定める

Ｌ４→Ｌ５ 〃

学校別初任給額

Ｓ１大学院 223,300円

Ｊ３大学 193,400円

Ｊ２短期大学 173,700円

Ｊ２高等専門学校 〃

Ｊ２専修学校 〃

Ｊ１高等学校 154,700円

Ｊ１中等教育学校 〃


